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これまでに蓄積してきたバイオバンク、創薬オミックス解析センター、情報利用促進部などの知的財産、リソース、デー
タをもとに産学連携によるオープンイノベーションを推進しています。共同研究拠点となる「オープンイノベーション
ラボ」や、交流・情報拠点となる「サイエンスカフェ」を整備し、独自の取組みを行っています。

（最大29ユニット、約1,700㎡）

OIL だからできること
・柔軟かつ迅速な研究の推進　　・OIL 交流会への参加　　・国循OIL 研究員としての活動
・国循研究員の共同研究専任としての雇用　　・様々な情報提供および相談

サイエンスカフェでは、会員に対して
様々な限定サービスを提供しています。
（現在会費は無料です。）

東京大学および UT-Heart 研究所で開発された、患者個人の心臓をコンピュータ上で忠実に再現できる
「UT-Heart」を基盤に、患者の CT 画像から 3D プリンティング技術を駆使した「心臓レプリカ」の画像処理技術
を融合させ、小児先天性心疾患に特化した新しい「Ped UT-Heart」を開発。

コンピュータ上で再現された心臓モデルを用いることで、病態を解明するとともに、様々な治療オプションをコン
ピュータを用いて試した上で、患者に最適な治療方針を提案する。
臨床3次元画像データ

心臓血管の抽出 医学生・医療スタッフの教育、患者、家族への説明

手術計画の支援および
手術トレーニング

手術術式の選択支援
および予後予測

複雑先天性心疾患患者
の生涯にわたる
QOLの改善

再手術回避による
医療費節減の可能性

国循 クロスエフェクト 東京大学 UT-Heart 研究所 PIA JMD× × × × ×

Ped UT-Heart

心臓レプリカ
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ヒトを対象としたエネルギー代謝に関する基盤的研究
ヒューマンカロリーメーターや二重標識水法などを用いて、日常生活におけるエネルギー消費量の推定法を検討し、
「日本人の食事摂取基準」における「推定エネルギー必要量」の策定に資する調査研究を行います。
また、安静時や活動時におけるエネルギー代謝（エネルギー消費量や基質利用）、および食事を含めたエネルギーバ
ランスの制御機構や変動要因に関する調査研究を行います。

■ ヒューマンカロリーメーター
○部屋の中でエネルギー消費量やエネルギー源（基質）を精密
に計測可能な機器
○高性能な質量分析計を採用し、時間分解能にも長け、微細
な変動を抽出し解析が可能

■ 二重標識水法
○安定同位体を用いて日常生活下で習慣的なエネルギー消費
量を精密に評価可能な方法

健康増進を目的としたビデオゲーム『Wii Fit』シリーズの
開発のために任天堂株式会社と共同研究を実施

ゲーム実施によるエネルギー
消費量の表示機能の組み込
みにあたって、身体活動時の
エネルギー消費量の測定に関
する研究成果を活用



ウェットラボにも対応した賃貸ラボやオフィス区画を整備しており、大小
様々な企業の入居ニーズに応えます。国立健康・栄養研究所や国立循環器
病研究センター等との研究交流・連携を検討しています。

セミナーや研究会の開催等、情報発信・交流の場とし
ての役割に加え、オープンイノベーションの促進や研
究交流拠点として活用できます。

国立健康・栄養研究所のほか、健康関連産業の企業や機関が入居可能な賃貸
ラボ・オフィス・シェアラボなどの複合施設です。健都イノベーションパー
ク NK ビルは、健康・医療のまちづくりへの貢献と、医療クラスター形成
に寄与する、健都の「研究交流ステーション」をめざします。
（事業主：JR西日本不動産開発株式会社）

4,040㎡

健都イノベーション
パークNKビル

健都イノベーションパーク
区画割当図

（2023年4月現在）

（賃貸ラボ・オフィス）

健都イノベーションパークNKビル（2022 年 4 月開業）

ライフサイエンス分野を中心としたウェル
ネス系の研究者をターゲットとするサービ
ス付きシェアラボを運営しています。場所と基本的な機器を
シェアして利用し、常駐スタッフによる日常業務のサポート
を受けることで研究に専念できる場を実現します。

　健都共創推進機構は、科学技術振興機構（JST）「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」において、

健都を「世界モデルとなる自律成長型人材・技術を育む総合健康産業都市拠点」とすることを目指し、拠点の

運営を担うための組織として設立しました。

　健都内はもとより、他のライフサイエンス産業拠点との連携体制を強化し、研究成果の社会実装の推進を図

ると共に健康・医療についてレジリエントなまちづくりを目指し、国立循環器病研究センターを中心に大阪府

や吹田市・摂津市等とも連携しながら、当法人が柔軟に関係者間の連携・調整を図れる体制を構築しています。

● 共創の場の取組みについて知りたい　● 健都内の機関と連携したい・視察をしたい
● 健都で実証事業をやりたい　　　　　● 健都に進出したい　　　　　　　　　　　　など

以下のホームページより、お気軽にお問合せください。
https://kento-os.jp/information/

一般社団法人　健都共創推進機構
健都での産学官民連携の窓口を担います

「新事業の創出」と「新たなライフスタイルの創造」で
国際級の複合医療産業拠点へ

オープン・イノベーションの推進 まちぐるみでの健康増進・地域活性化

健康・医療クラスター形成 健康・医療のまちづくり

（一社）健都共創推進機構
2023年春始動

COI-NEXTに
関する取組み

健都内外からの
問合せ窓口

健都ヘルス
サポーター運営
実証事業の受入れに
関する相談業務

健都に関する広報、
各機関との調整

健都共創推進機構の主な機能

健都共創推進機構では、以下のようなご相談をお受けしています。

みんなの声で技術をカタチに

企業・研究機関 健都ヘルスサポーター
会員

市民ニーズに応じた新製品の開発を実現する双方向システム
①新製品・サービスの試作品等を提供

②市民ニーズ等のアンケート調査

③健康情報の提供

①新製品・サービスを試して
　健康データ・意見をフィードバック

②市民ニーズの提案

健都での実証事業には、「健都ヘルスサポーター制度」
をご活用ください。
LINEを活用し、サポーターを対象にモニター募集や
アンケート調査等を実施いただけます。
また、健都の多様な実証フィールドを活用いただくこ
とで、新製品の開発をより加速させます。

実証事業の取組み

医療クラスター形成のため 健康・医療関連企業を誘致
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●健康寿命延伸に向けたオープン
イノベーション推進施設。
●地域企業等へ技術展示コーナー
や協創スペースを開放予定。
●市民に施設の一部を開放し、　
健康に関するイベント、地域交流
の促進による「すこやかなくらし」
に関わる情報を発信。

ク・ラスターラウンジ（1F）

実験機器・日常業務
サービス付きシェアラボ
「ターンキーラボ」(4F)


